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検査計画及び確認・立会計画 
 

①材料検査 

 

当工事に使用する資材等について、その品質が適正なものであるかを確認したうえで材

料を使用することとし、材料の受入検査は「受入検査手順」により実施する。 

また、品質管理基準及び企画値「土木工事施工管理基準」に準じて作成した品質管理計

画書をもとに管理を行う。 

 

 

対象品目 品質管理事項 品質確認方法 （現場確認事項） 

骨 材 ・ 砂 ・ 

セ メ ン ト 
P8-5~P8-7 に記載 

試験成績表等により

確認 

 

生 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ P8-8 に記載 現場にて受入検査 現場にて受入検査 

再 生 砕 石 P8-9 に記載 
試験成績表、納入伝

票により確認 

(有害混入物の有無を

確認) 

鉄 筋 P8-9 に記載 
試験成績表、納入伝

票により確認 
(径･長さ･数量を確認)

P C 鋼 材 P8-9 に記載 
試験成績表、納入伝

票により確認 
(径･長さ･数量を確認)

 

 

②工程内検査 

 

工事進捗に伴う工程内検査は、設計・仕様に適合する出来形・品質を確保する為、日常

管理において発注者の定める出来形・品質管理基準に従い管理し、設計値と実測値の対比

記録に基づき、出来形図・出来形成果表・管理図等を作成し、管理する。 

工程内検査の管理項目は「出来形管理」・「段階確認」・「立会」の検査項目とし、「工程内

検査手順」に則り実施する。 

なお、段階確認の頻度については「段階確認一覧（マニュアル(案)）」によるものと

し、臨場による段階確認を行わない場合については、自主検査を行い適正に記録する。 
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段階確認一覧表の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈参考例〉
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内部監査管理計画 
１）内部監査の目的 

本工事において当ＪＶ社内の品質システム（品質マニュアル、管理規定、作業標準、

品質計画書）の有効性を判定するために監査するものである。 

 

２）被監査部署 

本工事において、製品完成に係わった全部署を被監査部署の対象とする。 

 

３）内部監査の資格 

①内部監査チームのリーダーは以下の資格を有すること。 

1 10 年以上の現場経験を有するもの。 

2 技術士もしくは 1 級土木施工管理技士の資格を有するもの。 

3 (財)日本適合性認定協会（ＪＡＢ）の認定を受けている審査員要請機関が実施する

内部監査員要請セミナー（研修）またはそれと同等の研修を終了しているもの。 

4 上記の研修を終了後、現場の作業所を対象に監査チームのリーダーを経験している

こと。 

②内部監査委員 

当社の社内規定に基づき内部品質監査員として認定され、登録されているもの。 

 

４）本工事の内部監査チームのリーダー 

本工事の内部監査チームのリーダーは下記の者とする。 

 

 

 

 

添付書類は下記とおり。 

経歴書（添 1,2,3） 

内部監査員名簿（抜粋）（添 4,5） 

１級技術認定合格証明書および監理技術者資格者証（添 6,7,8,9） 

ＪＡＢ認定審査員養成機関（ＪＲＣＡ）の主任審査員（添 10） 

内部監査研修（H13 年度第 5回）終了認定結果（添 11） 

監査実施記録（下表参照） 

監 査 実 施 記 録 

内部監査日 被監査部署 監査資格 監査員 
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５）内部監査の実施時期 

①追加特記仕様書の要求する内部監査の実施時期 

追加特記仕様書の要求は、内部監査を実施する時期として「施工途中及び工事完了

前に実施する。なお、施工途中においては６ヶ月を越えない間隔で実施する。」 

②本工事における内部監査の実施時期（本件のみ架設含め記載） 

上記①を踏まえて、本工事では下記の時期に実施することとする。 

ａ）仮組立検査前、出荷前とする。 

ｂ）桁架設完了後、ただしａ）とｃ）の間隔が６ヶ月以内の場合は省略する。 

ｃ）工事がほぼ完了した、竣工検査前 

 

６）内部監査の手順 

内部監査の手順は以下のとおりとする。 

①本工事に対する内部監査チームの編成 

品質管理責任者は資格認定した内部監査員資格リストから内部監査員を選出し、チ

ームを編成する。 

②内部監査チェックリストの作成 

品質管理責任者品質監査チームのリーダーは本工事の特性を考慮した内部監査チェ

ックリストを作成する。または、他の内部監査員に作成させ、それを承認してもよい。 

③内部監査の実施通知 

内部監査は被監査部署の部長宛に、本工事に関する内部監査の実施日および実施項

目を記述した書面をもって、実施の通知とする。 

④内部監査の実施 

本工事の内部監査は、ＪＶ内２工場の社内規定に基づき実施する。 

⑤内部監査の報告 

内部監査の報告は、ＪＶ内２工場社内規定に基づく内部監査に準じて被監査部門長

と合意した内部監査報告書を作成、品質管理責任者に提出する。 

⑥内部監査における不適合の処理 

内部監査で不適合が判明した場合は以下の手順で処置する。 

ａ）不適合の発生した被監査部署長に是正処置を指示する。 

ｂ）不適合の発生した被監査部署は、社内規定に基づき是正処置報告書を作成し、

内部監査チームリーダーは是正の確認を行う。 

ｃ）本工事の内部監査チームのリーダーは、是正に対してフォローアップする。 

⑦内部監査の記録 

内部監査報告書および是正処置報告書は品質記録として管理する。 
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